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論　　文
ベートーヴェンの通作歌曲《Gesang aus der Ferne》WoO137
─《Lied aus der Ferne》WoO138bとの比較分析─
A Comparative Analysis of
Beethoven’s Through-composed Song «Gesang aus der Ferne» WoO137




In my last article I have verified the artistic worth as a strophic song of «Lied aus der Ferne» WoO138b. As a result, I found 
Beethoven’s own creative idea in its song, then I got the conviction that «Lied aus der Ferne» WoO138b was the respectable 
work of Beethoven. However its strophic song hadn’t been published during his lifetime. Instead of that, his through-composed 
song «Gesang aus der Ferne» WoO137 that had same text with WoO138b had been published in Leipzig and Vienna etc. Then 
I considered that WoO138b is the study of WoO137, and decided to analyze WoO137 in comparison to WoO138b in this article.
The result of these analyses revealed a part of song-composing-technique of Beethoven, especially how to compose a 
through-composed song. When making vocal-melodies or chords of accompany on WoO137, surely he based on WoO138b. 
His composing was always close to each word, and had respect for it. And piano accompaniment bore an important role especially 
on final (4th) strophe.


























詩のタイトル ：〈彼方からの歌 Lied aus der Ferne〉
詩作者 ： クリスティアン・ルートヴィヒ・ライシッヒ 
Christian Ludwig Reissig（1784-1847）
詩の出典 ： 詩集『孤独の小花 Blümchen der Einsamkeit』
（1815 年、ウィーン、第 3 版）




















の楽曲名を踏襲して ― 137 の楽曲名を《Lied aus der 
Ferne》としていたが、後に強い筆跡で「Lied」を「Gesang」
に書き改めている。これは、当該曲の出版に関する情報



































詩の入手経緯 おそらく 1809/10 の段階で手稿を詩人から直接入手したと考えられる 1）。
作曲時期2） 1809 年（秋～冬） 1809 年（8 月？冬？）
自筆譜に関する
特記事項












①  1810 年 2 月（ライプツィヒ、ブライトコプフ
＆ヘルテル社。単独版。）
②  1810年7月（ウィーン、アルターリア社（ⅰ）5）。





ライトコプフ社）の筆写譜については、弟Kasperl Karlの手紙（422）6）から、1810 年 2 月初めには
ブライトコプ社に届けられていたことが判明している 7）。
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　（例；(8) voll Spiel und voll Tanz! ）
・原詩にあって 137 の楽譜上にない句読点等は丸括弧（　）内に示す。






1   Als mir noch die Träne まだ憧れの涙が
2   Der Sehnsucht nicht floß 流れていなかった頃、
3   Und neidisch die Ferne 彼方への隔たりが妬み深く
4   Nicht Liebchen verschloß(:) , 恋人を閉じ込めていなかった頃、
5   Wie glich da mein Leben 何と僕の人生は
6   Dem blühenden Kranz, 満開の花輪のようだったことか。
7   Dem Nachtigallwäldchen(,) ナイチンゲールの森のように、























(8)  voll Spiel und voll Tanz!
　　（間奏：1 小節）
(5)  wie glich da mein Leben
(7)  dem Nachtigallwäldchen
(8)  voll Spiel und voll Tanz,
(8)  ja, voll Spiel und voll Tanz,
　　（間奏：1 小節）
(8)  voll Spiel und voll Tanz!
2.
1   Nun treibt mich oft Sehnsucht 今やしばしば憧れは
2   Hinaus auf die Höhn, 僕を丘の上へと駆り立てる、
3   Den Wunsch meines Herzens 僕の心の望みが
4   Wo lächeln zu sehn(.) ! 微笑む様を見ることのできる、あの丘へと。
5   Hier sucht in der Gegend ここで辺りを探すのは
6   Mein schmachtender Blick; 僕の焦がれる眼差し。
7   Doch kehret er nimmer だが決して、その眼差しが













komm eilig,」）、4-2 は省かれている。4-3, 4 は詩行を崩さ
ずにリフレインされ、そのまま間奏を挟むことなく後半





1   Wie klopft es im Busen, 何と胸が高鳴ることか、
2   Als wärst du mir nah(!) ; まるで君が僕のそばにいるかのように！
3   O komm, meine Holde(!) , おお来ておくれ、僕の愛しい人よ！
4   Dein Jüngling ist da(.) ! 君の若者はここにいる。
5   Ich opfre dir alles, 僕は君に全てを捧げよう、
6   Was Gott mir verlieh, 神が僕に授け給うた全てのものを。
7   Denn wie ich dich liebe, だって君を愛するほどに
8   So liebt’ ich noch nie(.) ! 愛した人はいなかったのだから。
(7)  denn wie ich dich liebe,
(8)  so liebt’ ich noch nie!
(7)  denn wie ich dich liebe,
(8)  so liebt’ ich noch nie,
(7)  ja, wie ich dich liebe,
(8)  so liebt’ ich noch nie!
(8)  noch nie! noch nie!
　　（間奏：1小節）
(8)  voll Spiel und voll Tanz!
4.
1   O Teure, komm eilig おお恋人よ、来ておくれ、急いで
2   Zum bräutlichen Tanz(!) ; 婚礼の舞踏へと！
3   Ich pflege schon Rosen 僕はもう編んでいるのだ、バラと
4   Und Myrten zum Kranz. ミルテを花冠に仕立てて。
　　（間奏：2小節）
(1)  Komm, komm eilig,
(3)  Ich pflege schon Rosen
(4)  Und Myrten zum Kranz.
5   Komm, zaubre mein Hüttchen 来ておくれ、僕の小屋に魔法をかけて
6   Zum Tempel der Ruh’ ,  – 安らぎの神殿にしておくれ ─
7   Zum Tempel der Wonne; 喜びの神殿にしておくれ。





























(6)  Zum Tempel der Ruh’, –
(7)  Zum Tempel der Wonne;
(8)  Die Göttin sei du!
　　（間奏：1小節）
(8)  Die Göttin sei du!
　　（間奏：1小節）
(5)  Komm, zaubre mein Hüttch-
en
(7)  Zum Tempel der Wonne;
(8)  Die Göttin sei du!
(8)  ja, die Göttin sei du!
　　（間奏：1小節）
(8)  Die Göttin sei du!
(8)  ja, die Göttin sei du!
　　（後奏：2小節）
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続く第 3 節は、全体の 8 行が澱みなく歌われた後、間
奏を挟むことなくリフレインへと進んでいく。まず 3-7, 













括弧で括った都合 6 行のフレーズ「(間奏 ) (8) (間奏 ) (5) 
(7) (8) (8) (間奏 ) (8)」の構成は、第 4 節末尾のリフレイ
ン部分でも、全く同様に用いられている。この構成の最
も大きな特徴は、詩節の最終行に当たる 8 行目が 4 回も
リフレインされるということである。すなわち、第 1 節
では「Voll Spiel und voll Tanz!」が、第4節では「Die Göt-
tin sei du!」が、それぞれ際立って強調されているのであ












「(5) (7) (8) (8)」が変則的に6行目を省略できるのは、1-6



































第 4 節のリフレインは、第 1 節のリフレインを一つの
構造として取り込みつつ、それを更に拡大して、楽曲の
終結部に相応しく展開されている。互いに共通性・近似







調性については 138b、137 共にB Durが主たる調とし
て設定されている。137 の中間部 B では目まぐるしく調
性が移行するが14）、それらの基底にはB Durがある。138b
で設定したB Durを、ベートーヴェンは 137 全体の骨子
としてそのまま引き継いだと考えて差し支えないだろう。
拍子は 138bが 3/8 拍子、137 では A とA' が 6/8 拍子
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さで」と解される。137ではまず、A で「Andante vivace 
歩く位の速さで、生き生きと」という指示がなされてい
るが、これは 138bの「Etwas lebhaft」にほぼそのまま
照応して解釈できるだろう。続く B の「Poco allegretto 
やや快活に」では、 A から幾分の加速が図られる。A'
への移行の直前、T. 100 では「poco adagio ややゆるや
かに」という指示によって一旦速度にブレーキがかけら
れるが、いよいよA' では「Allegretto vivace 快活に生き
生きと」と、 A 、 B に増して更なるスピードアップが
指示される。A' のイタリア語の指示の下に添えられたド
イツ語による書き込みは、「テンポを1度目よりも更に速







音だけ低くe'である。137 のe'はT. 93（93 小節目の意。












模には遥かに及ばない。137 では A が 52 小節、 B が 50
















形式 純粋有節 通作（ABA'の 3 部形式）
調性 B B b - Des – Ges - f – 
F - B - d - B - F
B








　Poco adagio (T. 100)
Allegretto vivace
Man nimmt jetzt die 
Bewegung lebhafter 










T. 1: 前奏   (1)
T. 2-17: Str. 1   (16)
T. 18-20: 後奏  (3)
(※全 4 節で延べ 80)
T. 1-23: 前奏    (23)
T. 24-47: Str. 1  (24)
(T. 39, 41, 46: 間奏 )
T. 48-52: 後奏  (5)
T. 53-68: Str. 2  (16)
T. 69-72: 間奏  (4)
T. 73-102: Str. 3  (30)
T. 103-144: Str. 4 (42)
(T. 111-112, 134,
 136, 141: 間奏 )
T. 145-146: 後奏 (2)
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3.2.  Ａ／T.1-52（第 1 節）
T. 1-23 に渡る 137 の前奏は、一つの歌曲作品としては
異例に長大である。これは歌唱旋律が始まるT. 24 から





3.2.1.  138bとの共通性について─T.24-39 を中心に
T. 24以降の音楽のうち、T. 39までの16小節間は、第
1 節の全 8 行がリフレインを含まずにそのまま付曲され
た部分である。すなわちこれは138bの第1節に対応する
フレーズであるが、拍子に相違があるにもかかわらず、













歌唱声部のアウフタクト（T. 24, 26, 32）に度々現れる































のと思われる。歌唱旋律はT. 24-27 の 4 小節間で、それ































































トを持つ第 1 音節「Nach -」がスラーを伴って 4 拍分の
















T. 39 では 1 小節の短い間奏 17）が挿入され、続いて 1-8









続くT. 41 の間奏は、先行するT. 39 の変奏である。












T. 47 の歌唱旋律は再び 1-8 のリフレインであるが、そ
の音型は直前の間奏T. 46 の右手の音型を借用し、それ
が幾分アレンジされたものである。その音型は、続くT. 
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3.3.  B ／T.53-102（第 2・3 節）
　 B は 2 つの詩節を含んでいるため、便宜上、第 2 節
（T. 53-68）、間奏（T. 69-72）、第3節（T. 73-102）の3つ
のセクションに分けて考察を進める。
3.3.1.  第 2 節／T.53-68
　 B における顕著な展開の一つは拍子の変化である。舞
曲的要素を持った 6/8 拍子 19）から「歩行のリズム」とさ




躍音型は、138b（T. 1）及び先立つ A （T. 24）と同一で
ある。4 小節を 1 単位としたフレーズ進行も、138b及び
A から維持されたものであると考えられる。







置いて、 B 冒頭の伴奏部もまた、確かに 138bの音楽を
引き継いでいると言える。
さて A はB Durで終止したが、それを引き継いだ B
冒頭はしばらく単音によって伴奏が進行し、T. 54までは
調性の長短が不明確である。T. 55 でdes''が現れ、よう
やくT. 56 でDes Durのドミナントが打ち鳴らされるこ






この語は 138bではpで表現されていた（T. 4）。T. 53-56
の歌唱旋律の上行音形は 2-1 の文意を描写的に表現した
ものである。その到達点にあるT. 56のfは情景の頂点で
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見れば、T. 56 と 58（トニカに当たる小節）も同様に構
成音が共通である。この 4 小節フレーズは単純な繰り返
しの音楽である。
対照的にT. 61-64 の 4 小節フレーズは、目まぐるしく
転調していく。T. 61-63 の 3 小節間は先立つDes Durの
下属調Ges Dur、その後T. 64からは推移的にⅡ度調の平







64 に始まる両手の 8 分音符の刻みとcresc.は、望みが叶
わなかったことへの「憤り」の先取りである。以上のよ


















T. 66-67 では伴奏部左手は 4 分音符で下方へと進行し
ている。右手のフレーズはやはり 1 拍目の表に休符を伴
うが、スラーが付され、後ろめたいような趣である。




































3.3.2.  間奏／T. 69-72
全体は直前のT. 65-68 の変奏である。和声進行とデュ
ナーミクが踏襲されており、変奏されたリフレインであ




伴奏のリズムはT. 68-69 では対応するT. 64-65 に従っ




3.3.3.  第 3 節／T. 73-102
T. 73-88 までは、やはり 16 小節のフレーズ（4 小節単
位の 4 つのフレーズの枠組み）が維持されている。
左右交互の 16 分音符の刻みという伴奏のリズム型は、
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れていたが、第 3 節は第 1 節（ A ）と同じように、詩節
8 行全体が歌われた後に特定の詩行がリフレインされる
という構造が取られている。そこで第 1 節と第 3 節にお
けるリフレインの効果や役割について、比較をしつつ検
討してみたい。
第 1 節の音楽は 1-8 初出の終結部T. 39 ではしっかりと
主音へ終止、解決し、その後にリフレインが付加的に施
される、という流れになっている。一方第 3 節では初出
の 3-7, 8 のフレーズ（T. 85-88）はT. 39 のようには終止
せず、その後のリフレイン（T. 89-92）を含めて全体は推
移的に書かれている。初出の「nie」（T. 88）は音高、デ











3.4.  A' ／T.103-146（第 4 節）
　 B の結部T. 101-102 では、歌唱旋律はいずれもf音
─B Durの属音─をアウフタクトとしながら前進し
ていたが、それはようやくのA' （第 4 節）の冒頭T. 103
においてb"音に至り解決を見る。前述の通り、浮遊感を
持って推移する B の結部は、このような形でA' の導入
22
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のままT. 24-31 を踏襲したものである。T. 108「バラ 



















がわかる。これは詩行で言えば 4-1, 2 に当たる箇所であ
る。








構造的に第 1 節の音楽（T. 31）を踏襲しているのはT. 























的な要素は第 1 節のT. 32-39 がベースとなっており、デ
ュナーミクの配置もやはりそのまま踏襲されている。こ
れはT. 103-110 と同じく「第 1 節との共通性」の企図と
いう観点から解釈される。
T. 127-134は先立つT. 119-126のリフレインである。し
かしながらT. 126 とT. 134 を見てみると、T. 110 とT. 
23
ベートーヴェンの通作歌曲《Gesang aus der Ferne》WoO137
─《Lied aus der Ferne》WoO138bとの比較分析─
118 の場合と同じように、むしろ後者のT. 134 の方が、
対応する第1節のT. 39の音楽を踏襲していることが分か




第1節と共通するリフレインの構造「（間奏） (8) （間奏） 
(5) (7) (8) (8) （間奏） (8)」を持ったT. 134-142は、対応す
るT. 39-47とほとんど相違のない音楽が用いられている。










聴き手に聴取されるのである。この効果は B のT. 100
「nie」の強調において先んじて用いられていたものであ




デッタが付加されることにより、 B 以上にpoco adagio
以降の音楽の拡大が図られている。また 4-8 のリフレイ
ンであるそのコデッタは A と共通のリフレイン「(間奏 ) 


























































《Gesang aus der Ferne》WoO137の先には、道程を同
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（2014 年 11 月 10 日アクセス）。




 4） NGAの歌曲校訂者H. Lühningは序文の中で、本来138bは
没後の出版作品としてⅡに分類すべきところを、伴奏部
の楽譜の重複を避けるために、これをⅠのWoO138aに併
記した旨、断りを入れている（KB: XIV., Anm. 3）。
 5） ただしこの版は、ベートーヴェンハウスのHPの情報では
オリジナル版ではなく、初期印刷 Frühdruckに格下げされ
ている（葛西（2013: 41, 脚注 27））。
 6） 以下、手紙の内容、番号付けの典拠はBrandenburg (1996)
である。
 7） その後、手紙 423（2 月 4 日）におけるベートーヴェンの
要請を受け、2 月中には初版が出された。ブライトコプ
フ社の素早い対応が窺われる。
 8） 手紙 394（1809 年 8 月 3 日）では 137 を指す可能性のある
語に「ein anderes Lied」という記述があり、手紙 395（同
年 8 月 8 日）ではそれが「2 Deutsche Lieder oder Gesänge」
という記述に変化している（下線はいずれも筆者）。
 9） 但し 137 のオリジナル版①（初版単独版）では、表紙の
タイトルが「Lied」となっているものの、楽譜上のタイ
トルは「Gesang」とされている。
 10） KB: 11.




 13） 葛西（2013: 31-32）
 14） Riethmüller (2009: 549) では「長い調性による語り (in 
einem) längeren tonalen Diskurs」と表現されている。
15） 葛西（2013: 33）
 16） 前掲書、31.
17） この間奏の右手のオクターヴ跳躍は、《An die ferne 
Geliebet》（以下、op. 98）Nr. 1 の短い間奏と音型が酷似し
ている。
18） 各小節の 1 拍目は、音価の長さ（付点 4 分音符）や倚音
によって強調されている。




21） cresc.に向かう予備的な機能としては、第 1 節のT. 27 と
同様であると考えられる。
22） この箇所の音楽的な諸要素はop.98 のNr. 6（T. 294-295）
25
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に酷似している。
23） 「器楽によるリフレイン」に「歌唱旋律が食い込んでく
る」という構造はop.98 の終結部にも見られるものであ
る。
